




<研究目的>

 障害度が進み、ベッド上で坐位姿勢を保持できない強度の変形のある患児が、

余儀なくベット上の生活

をし、快方にむかって車椅子の生活にもどる迄には、筋力並びに心肺機能の低

下をみる事が度々あります。

 そこでこれ等を予防するために、ベッド上で坐位姿勢を保持できる様なベッ

ドサイドテーブルを作り報告しました。


